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に位置していた。さらに 三叉神経上核および三叉神経中間亜核からそれぞれ l ニューロンの応答が
記録された。今回，記録された顎関節ニューロンの 90% が遅順応性ニューロンであり，そのうち 34%
で自発性放電が認められた。速順応'性ニューロンは三叉神経主感覚核と三叉神経脊髄路核吻側亜核で 1
ニューロンずつ記録された。網様体領域で記録された 2 つのニューロンはいずれも遅順応性ニューロ
ンであった。記録された顎関節ニューロンの 66.7% が前方運動に応答し 52.3% が下方運動に応答した。
また，下顎頭の移動量の増大に伴い，顎関節ニューロンは，その発火頻度を増加させた。
以上の結果から，① 2 次ニューロンのレベルでも，顎関節ニュー口ンの応答性は遅順応性応答が多
数を占めること，②顎関節ニューロンの多くは視床下部へ求心性情報を伝達していること，③三叉神
経運動核周囲の介在ニューロンに情報を伝達していること，が明らかになった。すなわち，顎関節へ
の機械刺激は，顎口腔の知覚や運動制御に重要な役割を果たしていることが示唆される。本研究によっ
て得られた結果は，今後の高齢者歯科の臨床・研究に大いに貢献するものと考えられることから，本
論文が博士(歯学)の学位に相応しいと判断する。
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